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質（das Wesen nach gleiches Recht）」を有
する1。 
・抵当権と保全土地債務の関係：BGB 第




























































                                                   
1 Protokolle der Kommission fuer die 2. Lesung des Entwurfs des Buergerlichen 



























































































































BGH 判決（ V. Zivilsenat. Urt. v. 29. 





















                                                   
3 中山知己「ドイツ土地債務の被担保債権範囲論序説‐根抵当権との比較を考慮して‐」山
















することができる（BGB 第 1157 条）。抗弁が不動産登記簿上明らかでない、
又は譲受人がこれを知らなかったときであっても、所有者は、抗弁権を主張
することができる。なぜならば、BGB 第 1192 条第 1a 項第 1 文後段は、「第
1157条第 2文（第 892条、第 894条ないし第 899条、第 1140条は、この抗
弁権についても、適用される）は、適用されない」と定めており、BGB第 892
条による制限は受けなくなった；改正によって保全土地債務が明文化された
ことは評価されるものの、「登記の公信力に関する一般原則」と「土地債務の
流通性」が阻害されていることには否定できない。ドイツの不動産担保権、
すなわち「抵当権、土地債務、保全土地債務の新たな関係形成」が問題とな
ろう。 
・ 韓国への示唆 
① 現在進行中の根抵当権改正のあるべき姿 
② 比較研究対象：日本と同様に、最高額抵当権から（保全）土地債務へ変更 
③ 解釈論で解決できないところの立法必要性：根抵当権の定義、被担保債権の範囲 
 
 
